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元気な四日市が好き!!
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
方

　私は、四日市の北西地区に住まいして
おります。川の近くに住居があるせいか
真夏でも朝夕は比較的涼しい川風が吹き
込んで冷房を使う時間帯は昼間に限られ
ることが多いです。
　梅雨の明けた、7 月の最終日曜日、普段
気持ちに余裕がないため、庭木をまじま
じと見ることはありませんでしたが、そ
の日の朝は、涼しい風に誘われて庭先に
出たところ、玄関先のトネリコの木に、

多くのカブトムシが樹液を吸っている姿を見つけました。木の高さは 3m
くらいですが目の高さのところまでに雄雌合わせて 6 匹ほどがじっと樹
液を吸っていました。翌日も数匹のカブトムシは存在したようですが 4、
5 日たつと 1 匹もいなくなり木の下にはいくつかのカブトムシの残骸が
ありました。天敵であるカラスに捕食されたのでしょうか。自然の摂理
を感じました。
　今世の中は見えない敵、新型コロナ感染拡大のため不安が広がってい
ます。コロナウイルスは、ウイルス自身が生存していくうえで大変巧妙
なウイルスといわれています。毒性はそれほど強くなく、たとえ感染し
ても重篤化することは少なく、特に若者は軽症者が多数を占めます。元
気な感染者が世の中を歩き回り多くの人に感染を伝播します。恐ろしい
ことに基礎疾患のある方や高齢者の方が感染すると重篤化しやすく、重
症者や亡くなる方が出現します。一方で感染力はそれほど強くなく、マ
スク手洗いなどの基本的な感染防御を行い、いわゆる 3 密、密集、密接、
密閉など避ければ感染拡大は防げると考えられております。四日市地域
においても新たな PCR 陽性者が日々報告されておりますが、文化活動も
おろそかにできません。自然現象であるウイルスの特質を理解して賢く
感染拡大予防を行い社会活動が進められることを祈ります。



四日市市文化協会に関するお問い合わせや、
入会のお申し込みは、下記へご連絡ください。

〒 510-0057　四日市市昌栄町 21-10
TEL・FAX 059-351-3729
E メール
ybk@yokkaichishibunkakyoukai.com
開局時間 月曜日から金曜日までの
 13 時～ 17 時（祝祭日は除く）
ホームページ
 四日市市文化協会  検 索
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1

『レジェンド（legend）』を英和辞典で引くと『伝
説 』『伝説的人物』などと説明されています。
今号では、年齢を重ねつつも、現役で活躍して
いる人、建物、橋などを取材しました。

表紙写真　四郷郷土資料館と彼岸花
写真提供　四日市市
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巻頭によせて

コロナウイルスとの戦い方
公益社団法人 四日市医師会 会長　加藤 尚久

パッションひろば

「パッションひろば」では、文化協会の活動報告を中心に、協会主催催事のレポートなどをご紹介します。

文芸ひろば 　現代詩　階段　館 奈見子   …………………………………13
令和元年度　一般社団

　法人 四日市市文化協会文化活動功労賞 ……………………………14
総合美術展　みんなで創造ろう楽しい集い！  …………………………………15
私たちの活動を振り返って　四日市華道教授者

連盟会長　　　  熊本 梨里  …………………………………16
第 70 回  四日市市民芸術文化祭   …………………………………17
この人を知る　森　修平さん   …………………………………18
四日市市文化協会入会のご案内   ……………………………………………19
不易流行／リレーエッセイ／理事長のつぶやき／編集後記  ……………………………………………20
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生産者と消費者の壁を壊す 『しなやかファーム』
代表　　　　　　  阿
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部 俊
や ん

樹 ………… 6

FLASH  夢の実現に向かって準備中！ 保育士×消防団員
×市民リポーター 神田 亜弥乃 ………… 8

 聞かせて！あなたの声 チェロ奏者 米
よ ね も と

本 　希
のぞみ

 ………… 9

訪問レポート
ハンドメイド注文服店『小津洋服店』 小津 　年

みのる

 ……… 10

「遊ぼうよ！ 学ぼうよ！」 すいざわ田んぼの楽校
　　　　　　　代表 前田 佳男 ……… 11

人生道中膝栗毛
路傍の自然石考 ⑦　四日市の二つの「なぜ石」 吉川 宗明 ……… 12

（敬称略）

特
集　『レジェンド』

作曲家活動は生涯現役 作曲家 森　 悦彦 …………2

書と共に 書家 加藤 子華 ………… 3

旧四日市市立図書館の建物（すわ公園交流館）  ………… 4
当時の最先端！　　　　　　　　
人工島に架かった港の跳ね上げ橋 臨港橋  ………… 5

HPが新しくなりました（8/20～）
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生
ま
れ
も
育
ち
も
四
日
市
の
森
悦
彦
氏
は
現
在
84

歳
の
現
役
の
作
曲
家
。
10
歳
の
時
に
四
日
市
空
襲
を

体
験
さ
れ
て
い
る
。〈
あ
の
夜
、
雨
の
よ
う
に
降
っ

て
く
る
焼
夷
弾
を
避
け
な
が
ら
家
族
と
手
を
取
り
合

い
必
死
で
逃
げ
、一
夜
を
明
か
し
た
。〉と
回
想
す
る
。

戦
後
75
年
間
の
平
和
な
日
本
に
感
謝
し
、
今
後
も
平

和
が
続
く
こ
と
を
祈
り
た
い
と
語
る
。

　

戦
後
の
娯
楽
が
無
縁
の
少
年
時
代
、
ラ
ジ
オ
か
ら

流
れ
て
き
た
歌
謡
曲
に
魅
了
さ
れ
、
稀
な
る
才
能
と

努
力
で
作
曲
家
の
道
を
歩
ん
で
来
た
伝
説
の
人
で
あ

る
。
作
曲
家
の
道
を
決
定
さ
せ
た
の
は
中
学
生
の
と

き
、
サ
ー
カ
ス
の
客
寄
せ
で
唄
っ
て
い
た
プ
ロ
歌
手

の
歌
声
に
魅
了
さ
れ
た
か
ら
だ
。
そ
の
後
、
親
の
反

対
を
押
し
切
る
形
で
単
身
上
京
し
、
自
力
入
学
で
東

洋
音
楽
学
校
（
現
・
東
京
音
楽
大
学
）
で
作
曲
を
学

ぶ
。
在
学
中
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
な
が
ら
プ
ロ
の
演
奏

家
と
肩
を
並
べ
、
日
劇
な
ど
で
『
島
倉
千
代
子
』
や

『
守
屋
浩
』
な
ど
当
時
の
ト
ッ
プ
歌
手
の
バ
ッ
ク
バ

ン
ド
で
バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
楽
器
を
演
奏
し
た
。
そ

の
ギ
ャ
ラ
は
破
格
な
額
で
４
年
間
の
学
費
、
生
活
費

は
す
べ
て
親
の
援
助
は
な
し
で
賄
え
た
と
い
う
。

　

下
積
み
時
代
の
27
歳
の
と
き
、
結
婚
と
同
時
に
キ

ン
グ
レ
コ
ー
ド
か
ら
プ
ロ
の
作
曲
家
『
森
悦
彦
』
と

し
て
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。
そ
の
後
も
順

調
に
作
曲
家
活
動
を
続
け
て
い
た
が
、
実
家
の
母
の

逝
去
に
よ
り
家
族
で
帰
郷
し
、
活
躍
の
場
は
四
日
市

に
移
る
。
帰
郷
後
は
作
曲
を
主
軸
に
C
B
C
ラ
ジ

オ
、
東
海
ラ
ジ
オ
、
三
重
テ
レ
ビ
な
ど
の
歌
番
組
の

審
査
員
、
四
日
市
都
ホ
テ
ル
（
当
時
）
の
専
属
ピ
ア

ニ
ス
ト
、
ク
ラ
ブ
で
の
演
奏
で
生
計
を
立
て
た
。
そ

し
て
昭
和
55
年
に
念
願
の
『
四
日
市
音
楽
院 

森
音

楽
事
務
所
』
を
設
立
。
現
在
も
多
く
の
歌
手
や
音
楽

指
導
者
を
育
て
、
今
年
で
40
周
年
を
迎
え
る
。

　

作
曲
活
動
で
は
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
応
援
歌
『
い

け
い
け
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
』
や
、
四
日
市
市
、
鈴
鹿
市
の

偉
人
や
三
重
県
を
テ
ー
マ
に
し
た
多
く
の
楽
曲
を
作

詩
・
作
曲
し
、
こ
れ
ら
の
功
績
や
地
域
に
根
ざ
し
た

音
楽
活
動
が
認
め
ら
れ
、
平
成
26
年
に
三
重
県
文
化

功
労
賞
を
受
賞
し
た
。

　

84
歳
の
森
氏
の
健
康
の
源
は
毎
日
の
水
泳
。現
在
、

東
海
マ
ス
タ
ー
ズ
１
０
０
m
平
泳
ぎ
の
大
会
記
録
保

持
者
で
あ
る
。
好
き
な
言
葉
は
『
感
動
』。
夢
を
み

な
が
ら
感
動
し
な
が
ら
、生
涯
現
役
を
目
標
に
し
て
、

い
つ
の
世
に
も
歌
い
継
が
れ
て
い
く
歌
作
り
を
し
て

い
き
た
い
と
い
う
。　
　

 

（
レ
ポ
ー
ト
　
森
　
次
男
）

作曲家活動
は

生涯現役

作曲家 

森　悦彦

森 悦彦（もり よしひこ）
／作曲家
1935 年　四日市市生まれ
1959 年　東洋音楽学校

（現・東京音大）作曲科卒
業後、東京都で教師をしな
がら作曲・編曲・演奏活動
1974 年　帰郷後、ピアノ、
エレクトーンの演奏活動。
テレビ・ラジオの審査員な
どをを経て 1980 年に四日
市音楽院を設立。

（社）日本作曲家協会会員

四日市音楽院 森音楽事務所
四日市市安島 2丁目11-8
059-354-3691

鈴鹿スポーツガーデン水泳場
（日本水泳連盟公認）
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書
道
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け

　

教
育
熱
心
な
父
（
光
城
）
は
一
人
娘
の
私
に
、
幼

少
の
頃
よ
り
書
の
基
本
を
き
び
し
く
た
た
き
こ
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
一
年
青
山
学
院
女
子
短
期

大
学
に
入
学
し
、
そ
の
年
の
秋
、
父
の
す
す
め
で
日

展
に
出
品
、
思
い
が
け
ず
初
入
選
、
父
と
共
に
親
子

入
選
と
い
う
快
挙
に
、
中
日
新
聞
が
大
き
く
報
道
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
初
入
選
が
将
来
書
家
と
し

て
の
第
一
歩
を
決
定
づ
け
ま
し
た
。
短
大
卒
業
後
、

書
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
に
力
を
入
れ
て
い
た
大
東

文
化
大
学
に
編
入
、二
年
間
教
授
陣
の
薫
陶
を
得
て
、

古
典
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
の
活
動

　

そ
の
後
四
日
市
に
帰
り
、
結
婚
子
育
て
と
小
中
高

短
大
の
講
師
等
、
二
足
も
三
足
も
わ
ら
じ
を
は
き
な

が
ら
、
周
囲
の
温
か
い
協
力
を
得
て
日
展
出
品
が
常

に
私
の
勉
強
の
場
と
考
え
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
書
の

道
に
邁
進
。
そ
の
想
い
が
天
に
と
ど
い
た
の
で
し
ょ

う
か
？
平
成
十
年
と
十
四
年
に
特
選
を
。
平
成
二
十

年
と
二
十
八
年
に
日
展
審
査
員
と
い
う
大
役
を
お
お

せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

国
内
の
展
覧
会
活
動
の
み
な
ら
ず
、
日
中
友
好
交

流
展
は
数
知
れ
ず
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
、
パ
リ
、
ド

レ
ス
デ
ン
の
諸
外
国
を
訪
問
し
て
、
書
作
品
の
紹
介

と
共
に
席
書
を
い
た
し
、
技
法
の
基
本
や
作
品
制
作

も
見
せ
書
の
魅
力
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
啓
蒙
運
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負

　

書
は
白
い
紙
に
対
峙
し
た
時
、
自
分
が
描
い
た
イ

メ
ー
ジ
が
脳
か
ら
腕
へ
、
さ
ら
に
指
先
へ
そ
し
て
筆

先
へ
と
伝
達
さ
れ
、
線
と
な
っ
て
姿
形
が
表
現
さ
れ

る
芸
術
で
す
。
芸
術
は
自
己
表
現
で
あ
り
単
に
美
し

い
字
が
書
け
る
だ
け
で
な
く
、
文
字
の
選
択
か
ら
始

ま
り
紙
筆
等
の
選
択
な
ど
を
経
て
、
紙
面
に
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
な
が
ら
自
己
の
想
い
を
表
現
し
て
い
く
線

の
芸
術
で
、
要
は
書
は
人
間
の
美
の
心
の
発
露
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
老
体
に
鞭
打
っ
て
、
人
に
感
動
を
与
え

る
品
格
の
あ
る
書
を
求
め
て
精
進
し
て
ま
い
る
所
存

で
す
。
ま
た
日
本
の
書
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く

後
進
の
育
成
と
共
に
広
く
世
界
に
も
発
信
し
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
居
り
ま
す
。

書と共に

書家 

加藤 子華
四日市市立博物館にて

亀鶴

書　

歴

一
、	

日
展
会
員　

審
査
員
平
成
二
十
一
年

	

　
　
　
　
　

審
査
員
平
成
二
十
八
年

	

　
　
　
　
　

特
選
二
回

	

　
　
　
　
　

入
選
三
十
一
回

一
、	

令
和
元
年
度　

地
域
文
化
功
労
者
表
彰

一
、	

三
重
県
文
化
大
賞　

受
賞

一
、	

三
重
県
文
化
奨
励
賞　

受
賞

一
、	

四
日
市
市
文
化
功
労
者　

受
賞

一
、	

墨
友
会　

主
宰

一
、	
個
展　

東
京
銀
座
画
廊　

一
、	
個
展　

四
日
市
市
立
博
物
館

一
、	
令
和
二
年
九
月
十
五
日
現
在

一
、	

昭
和
十
三
年
一
月
生
ま
れ
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毎
年
秋
に
、
私
は「
こ
ど
も
四
日
市
」を
手
伝
っ
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
街
を
つ
く
る
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
で
、
す
わ
公
園
で
開
催
さ
れ
る
。
朝
か
ら
の
一
日

仕
事
な
の
で
、
お
昼
に
な
る
と
空
腹
で
、
配
ら
れ
た

パ
ン
を
食
べ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
る
の
だ
が
、
子

ど
も
た
ち
は
空
腹
も
感
じ
ず
、公
園
内
を
走
り
ま
わ
っ

て
い
る
。
す
わ
公
園
交
流
館
を
あ
わ
た
だ
し
く
出
入

り
し
、
夢
中
で
遊
ん
で
い
る
。
す
わ
公
園
交
流
館
が
、

戦
前
か
ら
あ
る
建
物
だ
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。

こ
の
建
物
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
ま
な
ざ
し
で
「
こ
ど
も

四
日
市
」を
眺
め
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
、
パ
ン
を
か
じ

り
な
が
ら
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

す
わ
公
園
交
流
館
の
館
長
、
相
場
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
資
料
に
よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
経
緯
が

あ
っ
た
。

　

昭
和
3
年
に
起
工
し
、
翌
年
に
完
成
し
た
こ
の
建

物
は
、
四
日
市
出
身
の
実
業
家
熊
澤
一
衛
氏
が
、
私

財
を
投
じ
て
建
て
た
図
書
館
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
第

二
次
世
界
大
戦
の
四
日
市
空
襲
時
に
は
こ
の
建
物
だ

け
が
焼
け
残
っ
た
た
め
、
負
傷
者
を
収
容
す
る
病
院

と
し
て
使
わ
れ
た
。
戦
後
、
昭
和
24
年
に
は
市
立
図

書
館
と
し
て
復
活
し
、
久
保
田
に
あ
る
現
在
の
図
書

館
が
で
き
る
ま
で
開
館
し
た
。
昭
和
51
年
に
は
、
児

童
福
祉
施
設「
こ
ど
も
の
家
」と
し
て
、
平
成
15
年
に

は「
す
わ
公
園
交
流
館
」と
し
て
運
営
さ
れ
る
。

　

建
物
の
正
面
に
は
、
歌
人
で
も
あ
っ
た
熊
澤
氏
の

別
名
に
由
来
し
た
、
う
さ
ぎ
が
描
か
れ
た
月
の
マ
ー

ク
が
あ
る
。
入
口
に
は
昭
和
4
年
当
時
か
ら
の
「
小

児
像
」が
あ
る
。
石
造
り
の
出
窓
に
は
よ
じ
登
っ
て
み

た
く
な
る
し
、
模
様
の
あ
る
レ
ン
ガ
に
は
触
れ
て
み

た
く
な
る
。
子
ど
も
た
ち
が
親
し
み
や
す
い
し
か
け

が
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
時
代
が
移
り
変
わ
り
、

運
営
す
る
会
社
が
変
わ
っ
て
も
、「
子
ど
も
た
ち
の
拠

り
ど
こ
ろ
」と
い
う
立
場
に
変
わ
り
が
な
い
の
は
、
す

み
ず
み
ま
で
探
検
し
て
み
た
く
な
る
奥
深
さ
に
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

昭
和
4
年
に
建
て
ら
れ
た
な
ら
、
今
年
で
91
才
で

あ
る
。
当
初
の
竣
工
式
は
ど
ん
な
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

凄
惨
な
空
襲
も
見
た
だ
ろ
う
し
、
戦
後
、
屋
台
が
並

ぶ
す
わ
公
園
は
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
今
、「
こ

ど
も
四
日
市
」を
ど
ん
な
ふ
う
に
眺
め
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
建
物
が
持
つ
記
憶
を
見
て
み
た
い
な
と
、
毎
年
、

パ
ン
を
か
じ
り
な
が
ら
見
上
げ
て
い
る
。

　（
レ
ポ
ー
ト
　
伊
藤 

美
香
）

旧四日市
市立図書館

の建物
（すわ公園交流館）

す
わ
公
園
交
流
館

四
日
市
市
諏
訪
栄
町
22
番
25
号
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五
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臨
港
橋
が
完
成
し
た
の
は
昭
和
７
年
。
東
京
の
隅

田
川
に
勝か
ち
ど
き鬨
橋
が
完
成
す
る
8
年
も
前
の
出
来
事

だ
。
明
治
17
年
に
稲
葉
三
右
衛
門
翁
が
私
財
を
投
じ

て
修
港
し
た
四
日
市
港
が
完
成
。
そ
の
後
、
人
工
島

の
千
歳
町
が
誕
生
し
、
そ
こ
に
橋
を
架
け
る
計
画
が

大
正
９
年
ご
ろ
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
た
。
臨
港
橋
と

末
広
橋
梁
の
２
つ
が
セ
ッ
ト
で
発
注
さ
れ
、
手
が
け

た
の
は
可
動
橋
の
名
手
と
さ
れ
た
山
本
卯
太
郎
。
完

成
時
は
四
日
市
港
の
二
大
名
物
と
し
て
全
国
に
名
を

挙
げ
た
そ
う
だ
。

　

初
代
の
臨
港
橋
は
車
道
部
分
に
木
塊
舗
装
、
歩
道

部
分
は
板
張
り
。
そ
れ
か
ら
約
30
年
ご
と
に
橋
は
架

け
替
え
ら
れ
、
現
在
私
達
が
見
て
い
る
の
は
平
成
３

年
生
ま
れ
の
三
代
目
。
橋
の
幅
は
初
代
の
倍
ほ
ど
に

広
が
り
、
重
そ
う
な
荷
物
を
積
ん
だ
大
型
ト
ラ
ッ
ク

が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
橋
を
通
り
過
ぎ
て
行
く
。

（
参
考
文
献
：
四
日
市
市
史
研
究
第
７
号「
四
日
市
港
の
息
吹
き
」）

基
本
的
に
橋
は
い
つ
何
時
に
跳
ね
上
が
る
？

　
「
船
が
通
る
度
に
、
船
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
、
係

員
が
必
要
な
だ
け
橋
を
動
か
し
て
い
ま
す
」
と
は
臨

港
橋
を
所
有
・
管
理
す
る
四
日
市
港
管
理
組
合
の
担

当
者
。
船
の
通
行
は
不
定
期
で
あ
り
、「
橋
が
動
く

時
間
を
よ
く
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
の
で
す
が
、

お
答
え
で
き
ず
心
苦
し
い
」
と
苦
笑
い
す
る
。
橋
は

最
大
に
開
い
て
70
度
。こ
こ
ま
で
開
く
事
は
珍
し
く
、

実
際
は
“
ち
ょ
こ
ん
”
と
開
く
方
が
多
い
。
最
近
で

は
何
日
も
橋
が
開
か
な
い
ま
ま
、
と
い
う
事
も
あ
る

そ
う
だ
。「
千
歳（
四
日
市
旧
港
）は
今
、
市
の
方
針

で“
に
ぎ
わ
い
の
港
づ
く
り
”を
目
指
し
て
い
ま
す
」。

物
流
の
拠
点
か
ら
人
で
に
ぎ
わ
う
港
へ

　

四
日
市
港
で
外
国
と
の
貿
易
が
始
ま
っ
た
の
が
明

治
32
年
。
１
２
１
年
経
っ
た
今
、
四
日
市
港
は
川
越

〜
霞
ヶ
浦
〜
四
日
市
〜
塩
浜
と
広
が
っ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
埠
頭
ご
と
に
受
け
入
れ
得
意
な
荷
が
あ
る
そ
う

で
、
千
歳
埠
頭
の
主
要
荷
役
は
鉱
物
・
穀
物
。
こ
れ

か
ら
は
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
、
港
の
表
情
は
変

わ
っ
て
い
く
と
い
う
。「
毎
年
、
千
歳
の
旧
港
エ
リ

ア
を
紹
介
す
る
ま
ち
あ
る
き
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
て

い
ま
す
よ
」。
今
年
の
開
催
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
未
定
だ
が
、
周
辺
に
は
産
業
遺
産
や
史
跡
が
多
く

残
る
。
ま
ち
あ
る
き
Ｍ
Ａ
Ｐ
も
あ
る
の
で
、
今
年
は

個
々
で
旧
港
歩
き
と
可
動
橋
の
見
学
を
楽
し
ん
で
。

（
レ
ポ
ー
ト
　
中
村 

智
恵
子
）

臨港橋当時の最先端！
人工島に架かった港の跳ね上げ橋

隣には昭和 6 年に竣工した末広橋梁

現在の橋は萬古焼の親柱がポイント

臨港橋が動くのは基本的に平日 8 〜 17 時のみ。　写真提供／四日市観光協会

臨
港
橋
の
問
合
せ
先

四
日
市
港
管
理
組
合　

〇
五
九

�

三
六
六

�

七
〇
一
三
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き
ゅ
う
り
は
み
ず
み
ず
し
い
香
り
と
、
パ

リ
ッ
と
し
た
歯
切
れ
の
良
さ
が
命
。
さ
わ

る
と
い
ぼ
が
痛
い
ぐ
ら
い
の
も
の
が
新

鮮
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
お
い
し

い
き
ゅ
う
り
を
生
産
し
、
そ
の
魅
力
を

S
N
S
を
通
じ
て
発
信
し
て
い
る
新
時
代

の
農
家
さ
ん『
し
な
や
か
フ
ァ
ー
ム
』代
表

の
阿
部
俊
樹
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

︱
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
経
営
か
ら
農
業
の
道

に
進
ま
せ
た
も
の
は
？

　

父
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
週
末
に
田
ん

ぼ
を
や
る
典
型
的
な
兼
業
農
家
で
し
た
。

で
も
、
祖
父
や
父
が
や
っ
て
い
る
米
農
家

に
あ
ま
り
魅
力
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
漠
然
と
大
学
に
進
ん
だ
の
で
す
が

目
的
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
ず
2
年
間
で

中
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一

般
の
会
社
勤
め
を
経
て
、
名
古
屋
市
の
女

性
向
け
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
の
経
営
に
関
わ
り

ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
女
性
を
美
し
く
す

る
の
は
施
術
の
よ
う
な
外
的
要
因
で
は
な

く
、
体
内
に
入
る
食
べ
物
が
い
か
に
大
切

か
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
お
米

や
野
菜
な
ど
私
た
ち
が
生
き
る
た
め
に
大

切
な
「
食
」
を
作
っ
て
い
る
の
は
、
自
分

が
小
さ
な
頃
か
ら
敬
遠
し
て
い
た
農
家
だ

と
気
付
き
、
実
は
凄
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

ネ
ッ
ト
で
農
業
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
始

め
、
農
業
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

︱
農
業
の
現
実
は
ど
う
で
し
た
か
？

　

農
業
に
つ
い
て
調
べ
る
と
既
に
知
っ
て

い
る
情
報
ば
か
り
で
、
閉
鎖
的
な
業
界
だ

と
思
い
ま
し
た
。
逆
に「
仕
事
が
き
つ
い
」

「
き
た
な
い
」「
お
金
に
結
び
つ
か
な
い
」

な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
圧
倒
的

に
多
か
っ
た
で
す
ね
。
私
の
父
で
さ
え
農

業
は
勧
め
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。
そ
こ
で

農
業
を
客
観
的
に
捉
え
て
み
ま
し
た
。
す

る
と
農
業
の
こ
と
は
分
か
っ
て
い
て
も
多

く
の
人
が
そ
れ
を
発
信
で
き
て
い
な
い
壁

が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。そ
れ
で
、

そ
の
壁
を
壊
す
た
め
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
始

め
ま
し
た
。

︱
農
家
に
な
る
過
程
を
S
N
S
で
発

信
し
続
け
た
の
で
す
ね
？

　

そ
う
で
す
。
農
業
を
始
め
る
前
に
エ
ス

テ
サ
ロ
ン
の
経
営
か
ら
身
を
退
き
、
農
家

に
な
る
ま
で
の
過
程
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
つ

ぶ
や
き
ま
し
た
。

　

ず
ぶ
の
素
人
で
す
の
で
、
働
き
な
が
ら

週
末
の
土
日
だ
け
岐
阜
県
の
き
ゅ
う
り
農

家
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
研
修
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
半
年
ほ
ど
通
い
ま
し
た
が
、

Sparkling Personality 輝くひと

生産者と消費者の壁を壊す
― 『しなやかファーム』

　　　　　　代表 阿部 俊樹（しなやん） さ　
ん

食と音楽の収穫祭「しなやかフェス」の様子
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土
日
だ
け
で
す
の
で
実
質
は
一
个
月
ほ
ど

で
し
た
。
こ
の
過
程
も
毎
日
つ
ぶ
や
き
ま

し
た
。
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
き
ゅ
う
り
農

家
を
始
め
る
私
を
一
度
も
会
っ
た
こ
と
も

な
い
全
国
の
人
が
注
目
し
、
応
援
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

︱
き
ゅ
う
り
に
特
化
さ
れ
た
の
は
？

　

い
ち
ご
や
、
ト
マ
ト
な
ど
は
既
に
た
く

さ
ん
の
農
家
さ
ん
が
や
ら
れ
て
い
ま
す
。

き
ゅ
う
り
は
四
日
市
で
は
誰
も
や
っ
て
い

な
い
し
、
三
重
県
内
で
も
少
な
い
か
ら
で

す
。
他
の
農
作
物
で
は
経
験
豊
富
な
農
家

さ
ん
に
は
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
き
ゅ
う
り
で
一
番
を
取
ろ
う
と
思
っ
た

の
で
す
。

︱
い
よ
い
よ
﹃
し
な
や
か
フ
ァ
ー
ム
﹄

の
誕
生
で
す
ね

　

き
ゅ
う
り
農
家
で
の
研
修
を
半
年
ほ
ど

続
け
た
2
0
1
8
年
の
7
月
、
自
分
の

き
ゅ
う
り
農
園
『
し
な
や
か
フ
ァ
ー
ム
』

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
は

じ
め
て
み
る
と
、
研
修
期
間
が
短
か
っ
た

私
に
は
大
変
な
こ
と
の
連
続
で
し
た
。

　

き
ゅ
う
り
は
成
長
が
早
く
、
収
穫
期
の

ピ
ー
ク
は
朝
6
時
か
ら
夜
７
時
ま
で
ず
っ

と
収
穫
に
追
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
出
荷

の
作
業
が
夜
中
の
3
時
ま
で
続
き
ま
す
。

本
当
に
し
ん
ど
い
作
業
で
す
が
、
不
思
議

に
辛
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

は
家
族
を
幸
せ
に
す
る
た
め
に
信
念
を

持
っ
て
始
め
た
こ
と
と
、
台
風
や
地
震
な

ど
自
分
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
自
然
災

害
も
加
え
て
、
農
業
に
は
答
え
が
見
え
な

い
と
分
か
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

︱
は
じ
め
て
の
収
穫
の
と
き
の
様
子
は
？

　

短
い
研
修
期
間
で
知
識
も
経
験
も
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
収
穫
し
た
き
ゅ
う
り

は
お
い
し
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
き
ゅ
う

り
を
S
N
S
で
知
り
合
っ
た
人
た
ち
に

食
べ
て
も
ら
う
目
的
で
、
食
と
音
楽
を
融

合
し
た
収
穫
祭
『
し
な
や
か
フ
ェ
ス
』
を

立
上
げ
ま
し
た
。
す
る
と
遠
く
か
ら
は
北

海
道
や
、
広
島
県
な
ど
か
ら
70
人
も
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
参
加
で
き
な
い
人
か

ら
は
肉
や
魚
な
ど
地
産
の
食
材
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
は

年
2
回
開
催
し
ま
し
た
が
、
1
0
0
人
、

1
5
0
人
と
参
加
者
が
ど
ん
ど
ん
増
え

て
い
き
ま
し
た
。
参
加
者
に
獲
れ
た
て
の

き
ゅ
う
り
を
「
お
い
し
い
！
」
と
い
っ
て

食
べ
て
も
ら
え
た
と
き
は
、
世
界
で
１
番

幸
せ
な
農
家
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
の
成
功
を
通
し
て
、
作
り

手
の
顔
と
思
い
が
伝
わ
れ
ば
農
業
に
対
す

る
価
値
観
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
確

信
で
き
ま
し
た
。

︱
今
後
の
目
標
や
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

私
に
は
人
生
に
お
い
て
二
つ
の
目
的
が

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
家
族
を
豊
か
に
す

る
こ
と
。
二
つ
目
は
人
を
感
化
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
大
前
提
に
し
て
農

家
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
の
よ
う
な

存
在
で
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
夢
は
、
し

な
や
か
き
ゅ
う
り
を
日
本
一
、
世
界
一
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
森
　
次
男
）

『しなやか』という言葉は私の目指す
生き方そのものを表しています。強
い体や心はそれ以上の力が加わると
折れてしまいます。柔軟な体や心を
持っていれば、柔らかく受け止めて
それを力に変えて受け返すことが出
来ます。農業は自然との戦いでもあ
りますので天候にも強く影響されま
す。大変ですが、それも受け取り方
次第で視点を変えれば更に成長でき
る試練と捉えられます。柔らかいけ
ど芯が強い、そんな農業にしたいと
思い『しなやかファーム』と名付けま
した。

し
な
や
か
フ
ァ
ー
ム

四
日
市
市
上
海
老
町
二
三
三
二

電
話 
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FLASH
四
日
市
市
民
な
ら
こ
の
女
性
の
お
顔
を
一

度
は
見
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
保

育
士
、
消
防
団
員
、
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
な

ど
マ
ル
チ
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
神
田
亜
弥

乃
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

学
生
時
代
は
ど
ん
な
職
業
に
就
き
た
か
っ

た
の
で
す
か
？

　

歌
う
こ
と
が
大
好
き
で
、
真
剣
に
歌
手

に
な
る
の
が
夢
で
し
た
。（
笑
）
高
校
生

の
時
N
H
K
の
ど
自
慢
の
三
重
大
会
に

も
出
場
し
ま
し
た
が
、
あ
え
な
く
2
個
の

鐘
で
敗
退
し
ま
し
た
。
し
か
し
音
楽
が
好

き
で
、
高
校
3
年
生
の
時
に
専
門
学
校
へ

進
み
た
い
と
真
剣
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
期
に
虐
待
や
い
じ
め
の
ニ
ュ
ー

ス
や
記
事
を
読
ん
で
、
子
ど
も
に
関
わ
る

仕
事
を
し
よ
う
と
保
育
士
の
道
を
選
び
ま

人生で初めて作った、オリジナルの手袋シアター

写真提供　四日市市

夢の実現に
向かって
準備中！

保育士×消防団員×市民リポーター

神田 亜弥乃さん

で
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
し
つ

つ
多
方
面
で
活
動
す
る
人
た
ち
と
コ
ラ
ボ

も
し
て
い
き
た
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

色
々
と
挑
戦
し
て
い
く
な
か
で
、
き
っ
と

何
か
を
得
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
欲

張
り
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
「
人
生
に

後
悔
だ
け
は
し
た
く
な
い
」
と
の
思
い
で

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
何
十
年
も
先
の
こ
と
な
る
の

で
す
が
、
保
育
士
に
な
っ
た
と
き
の
初
心

を
忘
れ
ず
、
い
じ
め
や
虐
待
の
な
い
、
子

ど
も
た
ち
の
心
が
ほ
っ
と
で
き
る
空
間
や

場
所
を
四
日
市
に
つ
く
る
の
が
夢
で
す
。

保
育
士
、
消
防
団
、
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
で

活
動
し
て
い
る
の
も
，
最
終
的
に
は
そ
の

夢
を
実
現
す
る
た
め
の
勉
強
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
婚
活
も
し
っ
か
り
が
ん
ば
り
つ

つ
、
目
標
に
向
か
っ
て
ブ
レ
る
こ
と
な
く

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
森
　
次
男
）

し
た
。
以
前
か
ら
「
子
ど
も
と
の
接
し
方

が
上
手
だ
か
ら
保
育
士
に
向
い
て
る
ね
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
歌
以
外
に
は
、

昔
か
ら
工
作
な
ど
、
も
の
づ
く
り
が
大
好

き
で
、
暇
が
あ
れ
ば
何
か
作
っ
て
い
ま
し

た
。保
育
士
の
仕
事
な
ら
歌
も
歌
え
る
し
、

趣
味
の
工
作
も
た
く
さ
ん
つ
く
れ
て
、
こ

れ
は
天
職
だ
と
思
い
ま
し
た
。

消
防
団
に
入
団
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

き
っ
か
け
は
東
日
本
大
震
災
を
機
に
防

災
の
勉
強
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。こ
れ
に
は
半
年
ぐ
ら
い
の
期
間
、

週
末
を
使
っ
て
三
重
大
学
に
通
い
『
み
え

防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
』
の
資
格
を
取

り
ま
し
た
。
こ
の
資
格
が
あ
る
と
防
災
士

の
試
験
を
受
け
ら
れ
る
の
で
、
同
時
に
防

災
士
の
資
格
も
取
り
ま
し
た
。
偶
然
、
取

得
直
後
に
近
所
で
火
事
が
あ
り
、
火
災
を

目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
消
防
団
に
入
団
し
ま
し
た
。

﹃
ち
ゃ
ん
ね
る
よ
っ
か
い
ち
﹄
の
市
民
リ

ポ
ー
タ
ー
の
こ
と
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

私
は
四
日
市
生
ま
れ
で
、
こ
の
街
が
大

好
き
な
の
に
、
ま
だ
ま
だ
四
日
市
の
魅
力

な
ど
が
分
か
っ
て
い
な
い
と
思
い
、
市
民

リ
ポ
ー
タ
ー
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け

ま
し
た
。
リ
ポ
ー
タ
ー
の
お
仕
事
は
色
々

な
人
と
の
出
会
い
や
学
び
の
場
を
与
え
ら

れ
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後

も
四
日
市
の
良
い
所
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
望
や
夢
は
？

　

私
は
お
話
や
工
作
づ
く
り
が
好
き
な
の
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e
皆
さ
ん
チ
ェ
ロ
と
い
う
楽
器
を
ご
存

知
で
す
か
？
街
中
や
電
車
で
「
な

ん
だ
あ
の
大
き
い
の
、
ギ
タ
ー
だ
！
い
や

違
う
よ
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
だ
よ
」
な
ん
て
よ

く
言
わ
れ
ま
す
。
ギ
タ
ー
で
も
コ
ン
ト
ラ

バ
ス
で
も
な
い
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
よ
り
大

き
く
て
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
よ
り
小
さ
い
あ
の

楽
器
で
す
。
私
は
赤
い
チ
ェ
ロ
ケ
ー
ス
を

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
よ
う
に
背
負
っ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
ま
た
「
て
ん
と
う
虫
」
な

ん
て
言
わ
れ
る
こ
と
も
。
四
日
市
で
真
っ

赤
な
大
き
な
て
ん
と
う
虫
を
見
か
け
た

ら
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
私
で
す
。

　

私
は
四
日
市
で
生
ま
れ
、
高
校
は
音
楽

科
の
あ
る
名
古
屋
へ
、
大
学
は
東
京
へ
と

進
み
ま
し
た
が
、
卒
業
後
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
他
県
で
の
生
活
も
楽
し
か
っ
た
で
す

が
、
や
は
り
地
元
が
好
き
で
す
。
心
が
落

ち
着
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
方
言
も
ほ
っ

と
し
ま
す
ね
。
あ
あ
、
ホ
ー
ム
に
帰
っ
て

き
た
な
、
そ
ん
な
感
じ
で
す
。

　

四
日
市
愛
を
少
し
語
っ
た
ば
か
り
で
す

が
、
実
は
今
年
の
秋
か
ら
チ
ェ
コ
の
プ
ラ

ハ
へ
留
学
し
ま
す
。
チ
ェ
コ
へ
留
学
す
る

の
は
、
10
年
以
上
前
か
ら
の
夢
で
し
た
。

そ
ん
な
に
も
前
か
ら
憧
れ
て
い
た
理
由

は
、
街
並
み
の
美
し
さ
に
心
奪
わ
れ
た
か

ら
で
す
。チ
ェ
コ
へ
行
っ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
見

な
が
ら
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
住
め
た
ら
毎

日
幸
せ
だ
な
あ
⋮
な
ん
て
妄
想
を
膨
ら
ま

せ
て
い
ま
し
た
。
実
際
行
っ
た
ら
幸
せ
な

こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
大
変
な
こ
と
も
も

ち
ろ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
は
留
学
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
時

間
と
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
と
は
い
え
自

分
自
身
の
夢
の
た
め
で
す
し
、
面
倒
で
大

変
な
こ
と
を
乗
り
越
え
た
先
で
大
き
く
成

長
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
何
度
か
夢

を
諦
め
か
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

行
か
ず
に
後
悔
す
る
の
は
絶
対
に
嫌
だ
っ

た
の
で
行
く
決
意
を
し
ま
し
た
。
今
は
と

て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
ど
こ
に
住
ん
で
、
何
を
し
て
い
る

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
四
日
市
か
ら
遠
く

離
れ
た
と
こ
ろ
で
生
活
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
街
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
、
四
日
市
で
更
に
芸
術
が
盛
ん
に
な

る
よ
う
な
活
動
も
で
き
た
ら
な
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
は
先
が
見
え
ず
不
安
な
日
々
を
過
ご

し
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
笑

顔
を
忘
れ
ず
に
日
々
過
ご
し
た
い
で
す
。

「
外
見
は
大
切
。
笑
顔
を
忘
れ
ぬ
よ
う
。」

（
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
の
言
葉
）

一室を使って飾られた人形の数々

チェロ奏者

米
よねもと

本　希
のぞみ

Voice聞かせて！あなたの声

三重県四日市市出身。
5 歳よりヴァイオリンを始め、9 歳でチェロに転向。みえ音楽
コンクール中学、高校、大学の部第1 位。岡田文化財団賞 2
度受賞。第 23 回日本クラシック音楽コンクール全国大会第
3 位。ドイツカンマーゾリステン、ぎふ・リスト音楽院マスター
クラス、ぎふ・プラハ音楽院チェロセミナー、上山音楽祭な
どに参加。
2016 年、フェイスフィルハーモニー管弦楽団とチャイコフス
キー「ロココの主題による変奏曲」を共演。NHK 名古屋青
少年交響楽団 OG。これまでに、チェロを小林薫、高木俊彰、
河野文昭、苅田雅治の各氏に師事。
名古屋市立菊里高等学校音楽科を経て、東京藝術大学卒業。
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最
近
見
か
け
な
く
な
っ
た
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
紳
士
服
店
を
市
内
の
北
町

で
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
お
店
は
、
こ

の
道
七
十
年
の
小
津
年み
の
るさ
ん
が
経
営
す

る
『
小
津
洋
服
店
』
で
す
。
お
店
に
入

る
と
ミ
シ
ン
、
針
、
糸
な
ど
の
永
年
使

い
込
ま
れ
た
裁
縫
道
具
、
そ
し
て
真
新

し
い
生
地
が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
小

さ
な
お
店
か
ら
作
ら
れ
る
の
は
身
体
に

フ
ィ
ッ
ト
し
て
着
る
人
を
輝
か
せ
る
極

上
の
ス
ー
ツ
で
す
。

　

小
津
さ
ん
は
手
先
が
器
用
で
小
学

校
の
家
庭
科
の
授
業
で
雑
巾
作
り
を

し
た
と
き
に
「
ク
ラ
ス
の
中
で
一
番
上

手
に
縫
え
ま
し
た
」
と
先
生
か
ら
褒
め

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
嬉
し
く
て
忘
れ
ら

れ
ず
、
こ
の
仕
事
に
就
く
き
っ
か
け
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
中
学
卒
業

後
に
叔
母
の
経
営
す
る
洋
服
店
に
丁
稚

奉
公
に
入
り
修
行
を
積
み
ま
し
た
。
こ

こ
は
完
全
な
従
弟
制
度
で
特
別
扱
い
は

さ
れ
ず
、
厳
し
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

そ
の
厳
し
さ
の
中
か
ら
技
術
面
で
た
く

さ
ん
の
事
が
学
べ
た
と
振
り
返
り
ま

す
。
修
行
を
始
め
て
十
年
後
の
二
十
五

歳
の
と
き
に
は
、
新
し
い
技
術
を
学
ぶ

た
め
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
デ
ィ
オ
ー
ル

に
師
事
し
て
い
た
大
阪
の
服
飾
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
師
事
し
て
一
年
間
学
び
、
更
に

技
術
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
営
業
も
任
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
技
術
と
並
行
し
て
経
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
覚
え
、昭
和
四
十（
一
九
六
五
）

年
に
独
立
し
開
業
し
ま
す
。「
独
立
し

て
開
業
出
来
た
の
は
、
叔
母
、
問
屋
さ

ん
、
メ
ー
カ
ー
さ
ん
、
後
輩
な
ど
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
く
れ
た
お

か
げ
で
す
」と
謙
虚
に
話
さ
れ
ま
す
。

　

開
業
し
て
十
二
年
後
の
昭
和
五
十
二

（
一
九
七
七
）
年
に
は
『
全
日
本
紳
士

服
コ
ン
ク
ー
ル
』
で
『
秀
席
』
を
受
賞

し
、
名
誉
総
裁
の
高
松
宮
宣
仁
親
王
よ

り
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞

状
に
は
当
時
の
内
閣
総
理
大
臣
の
福
田

赳
夫
、
通
商
産
業
大
臣
の
田
中
龍
夫
、

文
部
大
臣
の
海
部
俊
樹
な
ど
が
名
前
を

総
裁
と
し
て
連
ね
て
お
り
大
変
名
誉
な

賞
で
す
。

　

現
在
は
た
く
さ
ん
の
ス
ー
ツ
を
扱
う

量
販
店
が
あ
り
ま
す
が
、
小
津
さ
ん
の

お
店
に
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
々
が
、

昇
進
祝
い
や
定
年
祝
い
に
オ
ー
ダ
ー
す

る
昔
か
ら
の
お
客
様
が
訪
れ
ま
す
。
着

る
人
の
こ
と
を
考
え
て
作
る
小
津
さ
ん

の
根
強
い
フ
ァ
ン
は
今
も
健
在
で
す
。

オ
ー
ダ
ー
は
割
高
で
す
が
、
良
い
生
地

を
使
っ
て
き
ち
ん
と
仕
立
て
た
ス
ー
ツ

は
何
年
も
着
る
こ
と
が
で
き
、
体
型
が

変
わ
れ
ば
仕
立
て
た
と
き
の
製
図
を
も

と
に
体
型
に
合
わ
せ
て
リ
フ
ォ
ー
ム
も

出
来
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
永
い
経
験
の
中
で
、
平
成
八

（
一
九
九
六
）
年
に
一
着
一
一
〇
万
円

の
豪
華
な
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
作
っ
た
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
感
じ
た
の

は
、
お
洒
落
で
、
今
も
テ
ニ
ス
を
す
る

八
十
六
歳
と
い
う
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な

い
若
々
し
さ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
小

津
さ
ん
の
永
い
経
験
と
技
術
は
、
私
た

ち
の
街
の
大
切
な
宝
物
で
す
。

（
レ
ポ
ー
ト
　
森
　
次
男
）

オーダーメイド紳士服店

『小津洋服店』
小津 　年

みのる

さん

平成 13 年、現代画報社の取材で俳優の岡本冨士太氏が取材

小
津
洋
服
店

四
日
市
市
北
町
七

�

二

〇
五
九

�

三
五
二

�

九
二
五
一
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市
民
活
動
団
体
「
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ー

ム
き
ら
ら
の
風
」
代
表
の
前
田
さ
ん
に

お
会
い
し
た
。

　

大
き
な
体
、
大
き
な
声
、
豪
快
な
笑

い
声
、
そ
し
て
特
大
の
熱
い
ハ
ー
ト
、

何
を
と
っ
て
も
大
き
な
人
だ
。

　

か
れ
こ
れ
7
〜
8
年
前
に
な
る
が
、

前
田
さ
ん
が
四
日
市
市
少
年
自
然
の
家

の
所
長
を
な
さ
っ
て
い
た
時
に
、
私
は

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
作
り
で
お
手
伝
い
を
し

た
こ
と
が
あ
る
。
3
本
の
大
き
な
杉
の

木
に
ま
た
が
る
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
有

志
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
り
今
も
そ
の

姿
を
保
っ
て
い
る
。

　

前
田
さ
ん
は
所
長
と
い
う
役
職
を
離

れ
た
後
、
田
ん
ぼ
の
楽
校
の
活
動
を
始

め
ら
れ
た
。
遊
び
に
行
っ
た
の
は
5
年

前
。
泥
の
田
ん
ぼ
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

に
交
じ
り
な
が
ら
、
大
人
も
呆
れ
る
よ

う
な
笑
顔
で
遊
ん
で
い
た
。
昔
な
が
ら

の
田
植
え
、
野
菜
作
り
、
か
か
し
づ
く

り
、
農
事
体
験
な
ど
、
今
ど
き
の
親
で

は
体
験
さ
せ
ら
れ
な
い
よ
う
な
学
び
が

と
て
も
刺
激
的
だ
っ
た
。こ
こ
で
は
き
っ

と
子
ど
も
た
ち
が
、
世
代
を
超
え
た
交

流
か
ら
様
々
な
学
び
を
得
る
だ
ろ
う
と

当
時
感
じ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　

さ
て
久
し
ぶ
り
に
ご
本
人
に
お
会

い
す
る
と
、
活
動
の
中
心
が
若
干
変

わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い

た
。
活
動
の
中
心
は
私
が
お
邪
魔
し

た
9
0
0
坪
の
休
耕
田
だ
け
で
は
な

く
、
あ
ち
こ
ち
へ
出
か
け
て
行
き
、
そ

の
先
々
で
の
交
流
を
通
し
て
の
環
境
学

習
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
農
業
を
核
と

し
つ
つ
、
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
守
り
伝

え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
り
、
日

本
の
素
晴
ら
し
い
文
化
を
次
世
代
へ
継

承
し
て
い
く
実
践
活
動
も
加
わ
っ
て
い

た
。
収
穫
を
し
た
り
、
地
元
の
農
家
さ

ん
が
提
供
し
て
く
れ
た
と
い
う
農
機
具

の
扱
い
方
を
教
わ
っ
て
脱
穀
を
し
た
り

と
、
手
を
抜
か
な
い
先
人
の
知
恵
を
学

ぶ
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
獣
害
被
害
に

あ
っ
て
悔
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
も
あ

り
、
子
ど
も
達
の
学
び
は
奥
深
い
。

　

活
動
は
入
楽
式
か
ら
始
ま
っ
て
、
田

植
え
、
稲
刈
り
、
収
穫
、
無
農
薬
の
野

菜
作
り
、
地
域
の
人
と
の
交
流
、
環
境

学
習
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
学
習
な

ど
多
種
多
様
。
前
田
さ
ん
が
子
ど
も
達

に
体
験
さ
せ
た
い
こ
と
は
無
限
だ
。
そ

れ
ら
の
体
験
を
通
し
て
、
自
然
に
地
球

の
未
来
を
考
え
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
、
前
田
さ
ん
は
切
に

願
っ
て
い
る
。

　

現
在
団
体
に
は
子
ど
も
た
ち
の
学
び

を
支
え
る
大
人
た
ち
が
35
名
程
度
。
参

加
に
年
齢
制
限
は
な
い
。
あ
な
た
も
一

度
覗
い
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
？

（
レ
ポ
ー
ト
　
伊
藤 

順
子
）

「遊ぼうよ！ 学ぼうよ！」
すいざわ田んぼの楽校 代表

 前田 佳男さん

昔ながらの田植えをする子どもたち

イベント会場での前田佳男さん

す
い
ざ
わ
田
ん
ぼ
の
楽
校

〇
九
〇
ー
四
二
五
六
ー
二
三
四
一︵
前
田
︶
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尾
平
町
の
神
明
神
社
に
「
な
ぜ
石
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。「
な
ぜ
」

は「
撫
ぜ
」、
つ
ま
り「
な
で
る
」の
意

で
あ
り
、
石
を
な
で
た
後
に
自
分
の
体

の
悪
い
部
分
を
さ
す
る
と
、
痛
み
や
し

び
れ
が
治
ま
る
と
い
う
。

　

神
明
神
社
の「
な
ぜ
石
」は
二
個
あ
っ

て
、
社
殿
向
か
っ
て
右
（
東
）
側
の
石

を
な
で
る
と
首
か
ら
上
に
、
左
（
西
）

側
の
石
を
な
で
る
と
首
か
ら
下
に
効
く

と
い
う
信
仰
を
伝
え
て
い
る
。

　
「
信
仰
を
伝
え
て
い
る
」
と
書
い
た

が
、
は
た
し
て
い
つ
頃
か
ら
の
信
仰

か
と
調
べ
る
と
、
か
ん
ざ
き
風
物
詩

編
集
委
員
会
編
『
か
ん
ざ
き
風
物
詩
』

（
二
〇
一
二
年
）
に
「
土
地
の
神
社
の

世
話
役
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
神
明
神

社
の
先
々
代
の
神
主
さ
ん
が
何
か
の
意

図
で
ど
こ
か
ら
か
石
を
も
ら
い
受
け
て

境
内
に
奉
っ
た
の
が
起
源
と
の
こ
と
で

す
。」
と
あ
っ
た
。
神
社
と
石
の
信
仰

と
聞
く
と
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
や
原
始
宗
教

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
つ
い
神
社

が
で
き
る
前
の
太
古
の
歴
史
を
連
想
し

や
す
い
が
注
意
で
あ
る
。
と
同
時
に
、

最
近
の
出
来
事
で
も
一
つ
の
確
か
な
歴

史
で
あ
り
、そ
こ
に
本
来
軽
重
は
な
い
。

　

四
日
市
市
に
は
、
同
じ
名
前
を
も
つ

「
な
ぜ
石
」が
赤
堀
の
八
阪
神
社
に
も
あ

る
。
正
確
に
は
、
八
阪
神
社
境
内
社
で

あ
る
三
徳
稲
荷
社
の
所
属
と
な
る
よ
う

で
、
こ
ち
ら
の「
な
ぜ
石
」は
一
個
で
体

の
全
部
位
に
ご
利
益
対
応
な
が
ら
、
特

に
頭
の
病
に
効
き
目
が
あ
る
と
い
う
。

　

現
地
に
立
つ
「
三
徳
稲
荷
大
明
神
勧

請
由
来
」
を
読
む
と
、
昭
和
二
十
六
年

「
御
神
示
」
が
あ
っ
て
、
京
都
伏
見
稲

荷
に
ま
つ
ら
れ
る
三
徳
稲
荷
大
明
神
を

赤
堀
八
阪
神
社
境
内
に
勧
請
し
た
の
が

始
ま
り
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
な
ぜ
石
」に
つ
い
て
も
、「
御
神
示
」

に
よ
り
鈴
鹿
山
脈
の
入
道
ヶ
岳
麓
の
御

幣
川
上
流
で「
清
浄
な
石
」を
持
ち
帰
っ

て
ま
つ
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

昭
和
戦
後
期
に
お
け
る
「
御
神
示
」

が
誰
に
降
り
た
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な

い
が
、尾
平
の「
な
ぜ
石
」も
赤
堀
の「
な

ぜ
石
」
も
、
別
の
場
所
か
ら
持
っ
て
き

た
岩
石
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。「
な

ぜ
石
」「
な
で
石
」
と
い
う
名
称
を
も

つ
岩
石
は
、
管
見
の
限
り
全
国
的
に
類

例
が
多
い
と
は
言
え
ず
、
そ
の
よ
う
な

中
で
四
日
市
市
内
に
集
ま
る
二
ヶ
所

の「
な
ぜ
石
」が
、
類
似
し
た
時
期
に
、

類
似
し
た
出
自
と
経
緯
、
類
似
し
た
信

仰
で
現
在
に
残
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

石
を
な
で
て
体
を
治
す
と
い
う
悩
み
の

解
決
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
要
請
す
る

人
と
そ
れ
に
応
え
た
人
が
複
数
い
た
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

近
代
化
以
前
の
話
な
ら
い
ざ
し
ら

ず
、
す
で
に
昭
和
戦
後
と
い
う
時
代
で

こ
の
種
の
信
仰
が
新
た
に
生
ま
れ
る
こ

と
を
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

私
は
、
現
代
で
も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ブ
ー
ム
の
中
で
大
な
り
小
な
り
新
た
な

信
仰
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

れ
ば
、
ま
っ
た
く
不
思
議
な
こ
と
で
は

な
い
と
考
え
る
。
む
し
ろ
、
ち
ょ
っ
と

し
た
心
の
揺
ら
ぎ
で
、
私
た
ち
自
身
も

何
か
を
強
く
信
じ
た
り
願
っ
た
り
、
よ

る
べ
き
も
の
を
変
え
た
り
す
る
と
い
う

可
能
性
が
、
過
去
の
人
々
と
同
様
に
存

在
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

人
が
抱
く
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
、
何

か
を
解
決
し
た
い
と
い
う
心
理
が
根
源

的
に
は
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
、
本

来
、
人
の
意
思
が
介
在
し
な
い
は
ず
の

物
体
で
あ
る
岩
石
を
通
し
て
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
の
が
お
も
し
ろ
い
。

路
傍
の
自
然
石
考 

⑦

四
日
市
の
二
つ
の「
な
ぜ
石
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川 

宗
明

人
生
道
中
膝
栗
毛

神明神社向かって左の「なぜ石」

三徳稲荷社の「なぜ石」

神明神社向かって右の「なぜ石」
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パ
ッ
シ
ョ
ン
ひ
ろ
ば

パッションひろば
「パッションひろば」では、文化協会の活動報告を中心に、協会主催催事のレポートなどをご紹介します。

文芸ひろば
令和元年度 一般社団法人 四日市市文化協会文化活動功労賞

総合美術展　みんなで創造ろう楽しい集い！
私たちの活動を振り返って

第 70 回  四日市市民芸術文化祭
この人を知る

文
芸
ひ
ろ
ば

階
段

	

館　

奈
見
子

　
　
　
　

（
上
り
）

上
り
き
っ
た
ら
Ｆ
街
の
ビ
ル
の
谷
間
に
出
る
は
ず

が
、
そ
こ
は
自
宅
の
二
階
だ
っ
た
り
、
改
札
へ
駆
け

上
が
っ
た
つ
も
り
が
、
知
ら
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
屋

上
へ
着
い
た
り
し
た
。
一
段
目
に
足
を
か
け
る
、
そ

の
角
度
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
鋭
す
ぎ
る
と
傾
い
て

し
ま
う
。
か
と
い
っ
て
浅
い
と
、
ぐ
ら
つ
く
だ
け
の

よ
う
な
。
も
し
く
は
、
誰
と
す
れ
違
う
か
だ
。
い
つ

か
。
向
こ
う
か
ら
下
っ
て
く
る
人
の
靴
音
が
、
わ
た

し
の
靴
音
に
そ
っ
く
り
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

時
わ
た
し
が
上
り
き
っ
た
静
か
な
階
段
は
白
い
浜
辺

へ
と
続
い
て
い
て
、
そ
こ
で
、
ゼ
ラ
チ
ン
色
の
波
の

寄
せ
返
し
を
ひ
と
り
数
え
た
。
乾
い
た
珊
瑚
。
貝

殻
。
け
れ
ど
、
わ
た
し
が
七
ま
で
数
え
た
と
こ
ろ
で

波
は
ぴ
た
り
と
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
あ

れ
は
夢
か
も
知
れ
な
い
。

現
代
詩

　
　
　
　

（
下
り
）

わ
た
し
が
一
段
下
る
た
び
に
、
ま
た
一
段
が
増
え

た
。
息
つ
ぎ
す
る
よ
う
に
段
は
段
を
呼
び
、
い
く
ら

進
ん
で
も
わ
た
し
は
永
遠
に
階
段
を
下
り
き
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
け
れ
ど
、
こ
れ
こ
そ
が
、
月
の
満
ち

欠
け
や
、
葉
の
芽
吹
き
、
口
に
砂
糖
が
甘
か
っ
た
り

す
る
の
と
関
係
し
て
い
る
ら
し
い
。
あ
る
い
は
、

た
っ
た
一
度
だ
け
下
か
ら
上
っ
て
き
た
人
。
あ
れ
は

た
い
そ
う
身
近
な
、
そ
う
、
わ
た
し
に
よ
く
似
て
い

た
気
も
す
る
が
、
な
に
し
ろ
雨
の
八
月
の
夕
暮
だ
っ

た
の
で
な
に
も
覚
え
て
い
な
い
。
く
す
ん
だ
輪
郭
。

た
だ
、
確
か
、
彼
女
の
持
っ
て
い
た
傘
の
先
端
か
ら

は
薄
桃
色
の
雫
が
点
々
と
滴
っ
て
い
て
、
し
ゃ
が
ん

で
触
れ
る
と
指
先
が
ゆ
っ
く
り
と
溶
け
て
い
く
の
だ

か
ら
、
彼
女
の
方
を
振
り
返
ろ
う
と
し
た
。
わ
た
し

は
。
何
度
も
。
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パ
ッ
シ
ョ
ン
ひ
ろ
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早川　富美子（はやかわ　とみこ） あさけプラザ文化団体　（地域文化部門）

民謡、童謡コーラスの代表としてあさけプラザ文化団体に加盟して 30 年、また同団
体の役員として秋・春の文化祭の食品バザー等を通じて地域の方々との交流を図るな
ど永年活躍されています。また当協会の事業「バス研修旅行」・福祉施設の慰問なども
積極的に行い、地域との結びつきに寄与しました。

河合　久美甫（かわい　くみほ） 華道　未生流　（華道部門）

80 年の歴史のある四日市華道教授者連盟に加盟の未生流代表として、「継続は力なり」
をモットーに活動されています。また、キッズ伝統文化体験教室のいけばなの講師、
小学校のクラブ活動担当など子どもたちへの伝統文化の振興・普及にと貢献していま
す。

今井　真悟（いまい　しんご） 三重県北勢囲碁連盟　（趣味教養部門）

市民芸術文化祭の市民囲碁将棋大会の囲碁部門をほぼ 30 年開催し、三重県北勢囲碁
連盟会長として囲碁の普及に長年勤め、平成 31 年日本棋院普及活動賞を受賞されま
した。また文化協会主催のキッズ伝統文化体験教室の囲碁教室の講師として初回から
お世話になり、7 回を数えました

令
和
元
年
度

一
般
　
　

社
団
法
人 
四
日
市
市
文
化
協
会
文
化
活
動
功
労
賞

令
和
2
年
5
月
25
日

　

一
般
社
団
法
人
四
日
市
市
文
化
協
会

会
員
顕
彰
に
基
づ
き
、
令
和
元
年
度
の

文
化
活
動
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
る
皆
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
順
不
同
）左より今井氏、早川氏。河合氏。
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パ
ッ
シ
ョ
ン
ひ
ろ
ば

総
合
美
術
展
　
み
ん
な
で
創
造
ろ
う
楽
し
い
集
い
！

 

谷
口 

路
代

令
和
元
年
11
月
3
日

前列向かって左より四日市茶道教授連盟、KUNI-KEN の皆さん。

賛助会員（順不同・敬称略）

法人会員 個人会員

（株）シー・ティー・ワイ 日本トランスシティ（株） 一見　政幸 中川　正春
（株）第一楽器 水九印刷（株） 田中　俊行 永田　正巳
（学法）富田文化学園 都ホテル四日市 津田　健児 樋口　博己
茶道具　山水園 （株）レイ・ステージ桑名

（一社）セントラル愛知交響楽団 （株）紺文デザイン

四日市クラシックファンクラブ

　

前
回
は
、
手
描
き
染
め
の
『
米
寿
仲

よ
し
会
』
と
題
し
て
、
会
員
の
中
で
米

寿
を
迎
え
た
方
々
と
、
そ
の
仲
間
の
作

品
、
今
回
は
、
か
な
書
道
サ
ー
ク
ル
の

方
の
筆
で
し
た
た
め
た
手
紙
な
ど
の
作

品
と
、
趣
向
を
凝
ら
し
て
展
示
し
ま
し

た
が
、観
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
の
開
催
三
日
間
は
連
休
も
あ

り
、
行
楽
地
へ
出
か
け
る
方
や
各
地
で

の
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
開
か
れ
て
お
り
、

総
合
美
術
展
の
会
場
へ
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
た
方
は
例
年
よ
り
少
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
、
書
道

で
の
力
強
い
墨
の
黒
と
紙
の
白
と
の
対

比
、
か
な
書
道
の
繊
細
に
流
れ
る
筆
運

び
、
銅
板
工
芸
の
遠
近
の
表
現
、
銅
板

の
も
つ
艶
の
美
し
さ
、
写
真
の
光
と
影

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
手
描
き
染
め
の
色

彩
豊
か
で
華
や
か
な
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、

尾
張
絵
の
掛
け
軸
や
額
の
絵
と
文
字
の

融
合
、
俳
画
の
持
つ
わ
び
さ
び
、
そ
し

て
公
募
の
方
々
の
力
作
な
ど
を
鑑
賞

し
、
皆
様
の
感
性
を
豊
に
し
、
ま
た
、

養
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
て
秋
の
ひ
と
時

を
過
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

展
示
棟
に
入
っ
て
す
ぐ
の
第
四
展
示

室
で
は
、
毎
年
、
各
分
野
が
交
替
で
展

示
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
次
回
は
ど
の
分
野
の
ど
の
よ
う

な
作
品
と
な
る
で
し
ょ
う
か
？
今
か
ら

楽
し
み
で
す
。

　

総
合
美
術
展
で
は
、
他
分
野
の
作

品
か
ら
感
動
を
も
ら
い
、
そ
れ
を
自

分
の
作
品
に
も
取
り
入
れ
て
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
作
り
上
げ
、
会
員
ひ
と

り
一
人
が
、
よ
り
楽
し
ん
で
観
て
い

た
だ
き
、
感
動
を
届
け
ら
れ
る
よ
う

に
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
こ
の
総
合
美
術
展
に
関

わ
っ
て
日
も
浅
い
の
で
す
が
、
反
省
し

な
が
ら
作
品
づ
く
り
に
夢
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
す
。

文化協会活動にご理解とご支援
をいただいている皆様です。
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中
、
こ
の
緊
張
感
は
充
実
し
た
新
鮮
な

も
の
で
、
和
気
あ
い
あ
い
の
作
業
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
常
陸
宮
妃
殿

下
の
ご
臨
席
も
賜
り
ま
し
た
。
本
当
に

古
き
良
き
時
代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

文
化
も
発
展
し
て
い
く
に
つ
れ
、
常

に
新
し
い
事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
た

ち
は
『
継
続
は
力
な
り
』
の
言
葉
を
信

じ
て
日
々
研
鑽
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

時
折
大
き
な
問
題
に
直
面
し
た
と
き
は

凄
く
落
ち
込
み
ま
す
。
そ
ん
な
と
き

は
、モ
ヤ
モ
ヤ
や
不
安
が
ス
ッ
と
消
え
、

心
が
軽
く
な
る
言
葉
“T

om
orrow

 is 
another day

”「
あ
し
た
は
あ
し
た
の

風
が
吹
く
、
と
り
あ
え
ず
寝
よ
う
。
忘

れ
る
こ
と
が
大
切
」を
頭
に
描
き
ま
す
。

　

以
前
に
四
日
市
市
文
化
協
会
設
立
発

起
人
会
代
表
の
石
田
克
久
氏
の
趣
意
書

に
「
四
日
市
市
は
文
化
不
毛
の
都
市
と

言
わ
れ
、
悔
し
い
想
い
を
し
た
」
と
記

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
言

葉
を
バ
ネ
に
し
、
今
後
も
伝
統
文
化
の

更
な
る
発
展
に
貢
献
出
来
ま
す
よ
う
一

丸
と
な
っ
て
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
が
、
私
た
ち
の
い
け
ば
な

展
を
ご
高
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
少
し

で
も
心
豊
か
な
気
持
ち
に
な
り
、
安
ら

か
な
日
々
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ッ
シ
ョ
ン
の
誌
面
を
お
借
り
し

て
、
以
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
四
日
市

華
道
教
授
者
連
盟
の
活
動
な
ど
を
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

現
在
は
六
流
派
「
池
坊
、
未
生
流
、

小
原
流
、
草
月
流
、
臺う

て
な

会
、
嵯
峨
御
流
」

会
員
数
七
十
一
名
の
教
授
者
か
ら
成
り

立
っ
て
お
り
ま
す
。
主
な
活
動
内
容
は
、

六
月
開
催
の
ア
ー
ト
展
、
十
一
月
に
は
、

四
日
市
市
民
芸
術
文
化
祭
、
ま
た
、
キ
ッ

ズ
伝
統
文
化
体
験
教
室
が
十
一
月
か
ら

十
二
月
に
か
け
て
四
回
行
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
公
募
を
し
て
お
り
、
応
募
数
は
定

員
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
の
大
好
評
と
な

り
、
毎
年
楽
し
み
な
行
事
と
な
り
ま
し

た
。
十
一
月
に
開
催
さ
れ
る
恒
例
の
四
日

市
市
民
芸
術
文
化
祭
『
生
活
文
化
、
趣

味
の
作
品
展
』
も
年
々
皆
様
の
レ
ベ
ル
も

高
く
な
り
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
高
覧
頂
き
、

ご
批
評
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

二
十
年
程
前
で
し
ょ
う
か
？
四
日
市

ド
ー
ム
に
て
ジ
ャ
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
華

道
も
各
流
が
合
同
合
作
し
、
超
大
作
を

展
示
し
ま
し
た
。
誰
も
が
経
験
不
足
の

私
た
ち
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

四
日
市
華
道
教
授
者
連
盟
会
長
　
熊
本 

梨
里

生活用品や廃物を利用していける（テーマ）

平成 9 年 11 月　合同合作　四日市ドームにて
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主催　四日市市　一般社団法人 四日市市文化協会

第 70 回  四日市市民芸術文化祭
（ 令 和 ２ 年 度 ）

上記は8月28日現在の内容です。今後の情勢の変化により中止になる催物もございます。
開催情報は四日市市文化協会ホームページをごらんください（ 四日市市文化協会  で検索）。
お問い合わせは、催し別担当者か市文化協会・・・TEL･FAX ： 059-351-3729（月～金曜日の１３～１７時）

開催日 催　名 会　場

9 月
19 ㊏・20 ㊐ 第 55 回　秋の文化祭　 中止 あさけプラザ

20 ㊐ 合唱祭　 中止 四日市市文化会館　第１ホール

11月

3 ㊋ 四日市短詩型文学祭　 中止
四日市市文化会館　第 1 ～ 3 会議室　和室
第 3 ホール

7 ㊏・8 ㊐ 生活文化・趣味の作品展 四日市市文化会館　第 1・3・4 展示室

15 ㊐ 市民社交舞踏会 四日市市総合体育館　多目的室 1

15 ㊐ オータムコラボレーション 四日市市文化会館　第 2 ホール

20 ㊎～ 22 ㊐ 総合美術展 四日市市文化会館　第 1・3・4 展示室

12 月

13 ㊐ 第 41 回　四日市市民囲碁大会　 中止 四日市市文化会館　第 3 ホール／第 3 会議室

13 ㊐ 日本舞踊まつり　 中止 四日市市文化会館　第 2 ホール

20 ㊐ クリスマス茶会 泗翠庵

27 ㊐ 四日市の第九 四日市市文化会館　第１ホール

2021
1月 31 ㊐ ニューイヤーコンサート　 中止 四日市市文化会館　第１ホール

2 月
6 ㊏ 四日市地域ゆかりの伊藤亘行さん

生誕 100 年記念の集い 四日市市文化会館　第１ホール

28 ㊐ キッズ・ドリーム・コンサート
～第 31回「年にいちどのこんさーと」 四日市市文化会館　第１ホール

3 月 20 ㊏・21 ㊐ 第 33 回　春の文化祭 あさけプラザ
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げ
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
た
こ
と
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
「
さ
き
め
し

券
」、
四
日
市
市
が
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
分

を
負
担
し
て
く
れ
て
い
る
た
め
、
飲
食
店

側
に
も
ご
支
援
い
た
だ
い
た
方
々
に
も
負

担
を
か
け
な
い
の
が
一
番
の
売
り
で
し
た
。

﹁
さ
き
め
し
券
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
で
苦
労

し
た
と
こ
ろ
は
？

　

今
回
「
さ
き
め
し
券
」
を
ご
購
入
い
た

だ
い
た
方
々
が
、
約
一
万
三
千
人
お
り
ま

し
て
、
一
人
当
た
り
何
枚
で
も
購
入
が

可
能
で
し
た
の
で
枚
数
が
膨
大
で
し
た
の

で
、事
務
的
な
手
続
き
も
大
変
で
し
た
ね
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
参
加
い
た
だ
い
た

店
舗
の
名
称
毎
に
チ
ケ
ッ
ト
を
割
り
当

て
、
ご
購
入
い
た
だ
い
た
チ
ケ
ッ
ト
を
世

帯
ご
と
に
仕
分
け
し
、
仕
分
け
さ
れ
た
チ

ケ
ッ
ト
を
承
認
の
た
め
に
代
表
と
し
て
印

を
押
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
チ
ケ
ッ
ト
が
購
入
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、
実
際
に
ア
ナ
ロ
グ
で
の
販
売

に
も
携
わ
り
ま
し
た
の
で
、
全
体
を
通
し

て
大
変
で
し
た
が
、
非
常
に
や
り
が
い
の

あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
り
ま
し
た
。

﹁
さ
き
め
し
券
﹂
の
着
想
は
ど
こ
か
ら
得

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

元
々
は
三
月
末
頃
に
他
県
で
行
わ
れ
て

い
た
活
動
で
あ
り
、
実
際
に
と
あ
る
三
重

県
の
店
舗
が
先
駆
け
て
「
さ
き
め
し
券
」

の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
と
こ
ろ
、
上
手

く
機
能
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

少
数
で
は
な
く
飲
食
店
全
体
を
ま
と
め

上
げ
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
募

れ
ば
上
手
く
回
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う

考
え
、
四
日
市
市
の
協
力
の
も
と
、
四
日

市
市
の
飲
食
店
で
あ
れ
ば
基
本
的
に
参
加

可
能
を
謳
い
募
っ
た
と
い
う
の
が
今
回
の

「
さ
き
め
し
券
」の
発
端
で
ご
ざ
い
ま
す
。

この人
知る
を

※さきめし券をご購入された皆さまへ：さきめし券の利用は 7 月 1 日から、半年間。12 月 31 日までですので、ご協力いただいた皆様、どうぞ奮って
ご利用ください（現在、さきめし券の販売は行なっておりませんので、あしからずご了承ください）

第
5
回

そ
も
そ
も
﹁
さ
き
め
し
券
﹂
と
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
？

　
「
さ
き
め
し
券
」
と
は
、
応
援
し
た
い

店
舗
の
お
食
事
券
を
先
に
購
入
し
て
い
た

だ
き
、
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
、
購

入
し
た
食
券
を
購
入
価
格
の
四
十
パ
ー
セ

ン
ト
分
の
金
額
を
上
乗
せ
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
る
チ
ケ
ッ
ト
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
で
飲
食
店
の
売
り
上 森　修平 さ　

ん

森修平さんは、着物屋紺文の
代表取締役でありながら、商
店街連合会会長など幅広い
フィールドで活躍されていま
す。今回は昨今メディアでも
話題になり、知っている方も
多いと思われる「さきめし券
プロジェクト」に絞ってお話を
伺いました。

　

結
果
的
に
約
五
百
五
十
件
も
の
店
舗
様

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
当

初
「
さ
き
め
し
券
」
の
目
標
額
を
五
百
万

円
で
設
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
一
日
も

経
た
ず
に
達
成
し
、
自
分
た
ち
の
想
定
を

は
る
か
に
超
え
て
、
一
个
月
で
約
三
億
円

も
の
賛
同
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

三
億
円
！
。
そ
れ
は
凄
い
で
す
ね
！
　
や
は

り
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
募
っ
た
か
ら
こ
そ
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
が
ご
購
入
い
た
だ
い
た
方
々
の
内

訳
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
四
日

市
の
方
に
よ
る
協
力
で
し
た
。
四
日
市
市

を
支
え
た
い
。力
に
な
り
た
い
。そ
う
い
っ

た
市
民
の
思
い
や
り
の
声
が
、今
回
の「
さ

き
め
し
券
」
に
形
を
変
え
て
現
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
反
響
が
あ
り
ま
す
と
﹁
さ
き
め
し

券
﹂
が
復
活
す
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
よ

ね
？

　

今
回
四
日
市
市
の
当
初
の
予
算
よ
り
大

幅
に
超
え
て
い
る
の
で
、
中
々
難
し
い
か

と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
今
回
の
「
さ
き

め
し
券
」
の
お
か
げ
で
、
四
日
市
市
は
全

国
に
名
を
轟
か
せ
た
で
し
ょ
う
ね
。

 

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
小
崎 

裕
貴
）
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・四日市市民芸術文化祭を企画、運営します。

・文化団体の育成、支援をします。

・子どもの文化活動を支援します。

・文化情報誌『パッション』を発行します。

・他市町文化団体との文化交流をします。

・催し物のサポートをします。

暮らしの文化から芸術まで
幅広い分野の仲間がいます

1 文　　 芸 （俳句・短歌・川柳・連句・現代詩・郷土史）

2 美　　 術 （書道・写真・俳画・絵画・銅板・染色・手描き染・
尾張絵・立体造形・押花・イラスト）

3 邦　　 楽 （筝曲・三味線・尺八・吟詠・剣詩舞・長唄・民謡・
大正琴）

4 能　　 楽

5 合　　 唱

6 洋　　 楽 （吹奏楽・管弦楽・ギター・ハーモニカ・ジャズ・
シャンソン）

7 演　　 劇 （演劇・民話語り）

8 舞　 踊 Ⅰ （日本舞踊）

9 舞　 踊 Ⅱ （創作舞踊）

10 舞　 踊 Ⅲ （日本民踊）

11 洋　　 舞 （バレエ）

12 芸　　 能 （舞踊・奇術）

13 茶　　 道

14 華　　 道

15 生 活 文 化 （盆栽・山野草・水石・人形）

16 趣 味 教 養 （将棋・囲碁・着付け・アートフラワー・絵手紙）

17 文 化 交 流 （社交ダンス・和太鼓）

18 地 域 文 化 （シニア趣味の作品展示・あさけプラザ）

19 子ども文化 （ジュニアアンサンブル・キッズベル・子ども演劇）

20 コ ラ ボ（フラダンス・フラメンコ・キッズダンス・太鼓）

21 個　　 人

年会費

正会員（個人）　2,000 円／人   
正会員（団体）　会費は構成人数により異なります。

構成人数 1～ 3 人 4 ～10 人 11～20 人 21～ 30 人

金　　額 2,000 円 7,000 円 10,000 円 12,000 円

構成人数 31～ 40 人 41～ 50 人 51～100 人 101人以上

金　　額 15,000 円 18,000 円 25,000 円 30,000 円

但し、中学生以下は金額計算には入れません。

賛助会員（個人）　  5,000 円／一口
賛助会員（法人）　10,000 円／一口

・入会は随時できます。  
・詳細は事務局までお問い合わせください。 

四日市市文化協会入会のご案内

元気な四日市が好き !!

Q まったくの初心者ですが、一人でも入会できますか？

A もちろん、歓迎します。経験豊かな会員が、あなたの相談に
のったり、アドバイスをします。

Q 車椅子の生活をしています。文化にはとても関心があり、入
会したいのですが…

A あなたのパワーと情熱に期待しています。仲間の方々にも声
をかけて、ご参加ください。

Q 職場は四日市市内ですが、市外に住んでいます。入会できま
すか？

A
四日市を愛する人、文化を大切にする人ならどなたでも入会
できます。また、職場単位でも結構です。鑑賞団体・ボラン
ティア団体も歓迎します。

Q 転勤で引っ越しましたが、入会できますか？

A 会報などで情報をお伝えします。ぜひ入会して、積極的にご
意見をお聞かせください。

Q 長年、市の内外で文化活動をしている団体です。
入会すると、どんな活動が期待できるのでしょうか？

A
四日市市民芸術文化祭をはじめ市主催の行事への参加、また
異なるジャンルの方との交流などができますのであなたの団
体の発展に役立ちます。

Q 地区市民センターでクラブ活動をやっています。
小人数の仲良しグループですが、入会できますか？

A
グループでも一人でも入会できます。文化活動のできる楽し
いまちづくりのためにグループの皆さんと積極的に取り組ん
でください。ぜひ、一緒にやりましょう。
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●
早
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
春
か
ら
継
続
中
。
週

に
１
回
四
日
市
や
鈴
鹿
の
名
所
旧
跡
を
約
10

キ
ロ
、
仲
間
と
一
緒
に
走
っ
て
い
ま
す
。
西

は
﹁
四
郷
ふ
る
さ
と
の
道
﹂、
東
は
今
号
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
﹁
臨
港
橋
﹂
近
辺
の
四
日
市

港
か
ら
新
し
く
な
っ
た
中
央
緑
地
ま
で
。
旅

行
好
き
の
私
が
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で
地
元
を

さ
ら
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
プ
ラ
ス
の

面
。
マ
イ
ナ
ス
面
は
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
上
が

り
が
起
き
そ
う
と
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
点
検
で
言

わ
れ
た
こ
と
⋮ 

︵
吉
川
秀
道
︶

●
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
買
い
ま
し
た
。
ど

き
ど
き
立
ち
寄
る
レ
コ
ー
ド
店
で
、
い
つ
か
聴

こ
う
と
買
い
集
め
て
い
た
も
の
の
、
肝
心
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
、
友

人
か
ら
安
く
譲
り
受
け
ま
し
た
。
ザ・ブ
ラ
ザ
ー

ズ
・
フ
ォ
ー
の
ベ
ス
ト
盤
、
ジ
ュ
デ
ィ
・
コ
リ
ン

ズ
な
ど
。
私
は
歌
も
映
画
も
小
説
も
、
ど
う
い

う
わ
け
か
、
自
分
が
生
ま
れ
る
よ
り
も
前
の
世

代
の
も
の
が
好
き
で
す
。
レ
コ
ー
ド
で
聴
い
た

歌
を
、
車
で
歌
う
。
音
楽
に
支
え
ら
れ
て
い
る

毎
日
で
す
。 

︵
伊
藤
美
香
︶
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編
集
後
記

　四日市の文化で失われたものの
一つに打瀬舟がある。底曳き網漁
をする舟で、全長二十メートル余り
の舟に帆柱が二本、それに巨大な
三角帆を三枚張り、面手と艫に下
ろした袋網を、風の力で横様に曳
くのである。夏から秋にかけてク
ルマエビ、ワタリガニ、シャコ、そ
れにシロエビ（アカシャエビ）とい
う美味い海老を獲った。魚はカレ
イやコチなどの底魚だった。
　昼間は沖に白い大鳥が優雅に舞
うようで、夜は、ことに陸軟風と
いう漁に打ってつけの風が吹くと、
出漁の舟も多く、沖一面が漁火に
埋め尽くされ、正に夢のような光
景であった。
　ところが、残念なことに、ある
日大量のオイル・ボールが押し寄
せて来るようになって、獲った魚も
油臭くなり、この漁も出来なくなっ
てしまった。
　ヤフーで検索すると、今も北海
道の野付湾でホッカイシマエビ漁
にこの打瀬舟が活躍しているそう
だし、九州八代海の芦北にも残っ
ているらしい。
　経済発展も大事だが、伝統文化
の継承ということにも心を配りた
いものである。　　　 （西田青沙）

不易流行

打
うた

瀬
せ

舟
ぶね

のこと

理
事
長
つ
ぶ
や
き 

荒
木 

栄
里
子

　

未
だ
衰
え
を
見
せ
る
こ
と
の
な
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
の
前
に
今
年
度
も
半

期
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
文
化
祭
は

9
月
開
催
事
業
ま
で
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。

６
月
開
催
を
目
指
し
た「
70
回
記
念
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」は
12
月
に
延
期
予
定
で
し
た
が
、

再
度
の
流
行
に
よ
り
や
む
な
く
中
止
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
流
行
の
兆
し
が
著
し
く
な
っ
た

あ
る
日
、
あ
る
方
か
ら「
文
化
は
大
切
で
す
か

ら
繋
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」の
一
言
に

励
ま
さ
れ
、
背
中
を
押
さ
れ
た
気
持
ち
で
事

業
開
催
に
向
か
っ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
人
命
第
一
と
考
え
口
惜
し
く
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の

経
験
は
会
員
の
皆
さ
ん
と
周
り
の
方
に
と
っ

て
展
示
、
舞
台
を
問
わ
ず
年
に
一
度
の
発
表

の
場
が
い
か
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
か
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
を
大
切
に
し
て
、
次
に
向
か
っ

て
対
策
を
し
つ
つ
再
開
し
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ

と
考
え
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

私
は
今
銅
板
工
芸
の
会
事
務
方
を
仰

せ
つ
か
っ
て
お
り
、
銅
板
工
芸
の
会
員

70
名
の
皆
様
へ
の
連
絡
や
ら
銅
板
工
芸

の
普
及
活
動
（
展
示
会
・
体
験
活
動
へ

の
参
加
な
ど
）に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
春
先
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら

れ
外
出
自
粛
と
な
り
関
係
す
る
、
す
べ

て
の
行
事
が
中
止
・
延
期
と
な
り
大
変

で
し
た
ね
。
連
休
明
け
に
は
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
、
恐
る
恐
る
平
常
に

戻
っ
て
き
て
い
ま
し
た
が
又
お
盆
を
前

に
第
2
波
が
到
来
の
様
で
日
々
感
染
者

数
の
増
加
に
驚
い
て
い
る
毎
日
で
す
。

お
互
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
皆
様
は
「
銅
板
工
芸
」
っ

て
ど
ん
な
も
の
か
ご
存
知
で
す
か
。
銅

板
を
焼
い
て
叩
い
て
形
成
す
る
彫
金
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
気
軽
に
取
り
組

め
る
も
の
で
す
よ
。
極
薄
の
銅
板
を
裏

面
か
ら
ヘ
ラ
で
押
し
出
し
立
体
的
に
形

成
し
、
黒
く
染
め
磨
い
て
仕
上
げ
る
も

の
で
、
風
景
画
・
浮
世
絵
・
文
字
等
何

で
も
可
能
で
出
来
上
が
り
が
楽
し
い
も

の
で
す
。
た
だ
指
先
を
使
い
緻
密
作
業

に
集
中
す
る
事
が
必
要
で
「
認
知
症
」

防
止
に
効
果
が
あ
る
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
す
が
？

　

私
が
銅
板
工
芸
を
始
め
た
の
は
四
日

市
が
運
営
す
る
「
熟
年
大
学
」
に
入
学

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
入
学
に
は

趣
味
の
ク
ラ
ブ
選
択
が
必
須
で
、書
道
・

水
墨
画
・
俳
句
な
ど
8
コ
ー
ス
が
あ
り

中
に
聞
き
な
れ
な
い
「
銅
板
工
芸
」
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
な
ら
既
経
験
者
も

少
な
く
皆
同
時
ス
タ
ー
ト
で
き
る
の
で

は
と
思
い
選
択
し
た
の
が
始
ま
り
で
し

た
。
あ
れ
か
ら
14
年
今
も
続
い
て
い
ま

す
。
彫
っ
て
・
染
め
て
・
磨
い
て
の
単

純
作
業
で
す
が
そ
れ
ぞ
れ
奥
が
深
い
も

の
が
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
満
足
し
た
作
品

が
出
来
上
が
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

追
及
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私と銅板工芸　太田　進

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
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